
十
ン
ー
ー
ニ
シ

市
山
拡
州
出
大
伴
家
持
が
鋭

惚
が
慨
し
む
べ
き
も
の
で
、
島
監
考
と
す
べ
き
似
値
が

-E
、。

ー
しナ

ン
ボ
ゲ
ン
ダ
ツ
南
保
玄
逢
元
職
二
年
御
笛

仰
と
し
て
召
出
さ
れ
、
四
百
石
を
節
し
た
。
子
原
玄

陀
・玄
謹
・
玄
伯
紅
間
以
・
玄
建
・
玄
仲
・
玄
隙
恒
徳
・努

桝州
・玄
誌
等
相
綴
ぐ
。

ナ
ン
ポ
ツ
ネ
ノ
リ

南
保
恒
徳
容
は
支
隊
。
義

山
と
蹴
し
、
叉
自
民
堂
と
抑
制
し
た
。
問
聞
を
以
て
加
盟

滞
に
仕
へ
、
食
除
去
百
石
、
後
市
民
に
百
石
を
増
し
た
。

恒
徳
間
四
名
頗
る
問
え
、
他
者
蛾
附
し
た
が
、
忙
都
府

を
好
ん
で
、
数
百
円
耐
怖
を
録
し
た
と
い
ふ
。
卒
保
十

六
年
十
二
且
十
四
日
六
十
九
歳
を
以
て
制
限
。

ナ
ン
リ
ヨ
ウ
イ
チ
プ

南
鎌

一
分

J
ギ
y
カ

銀
貸
。

ナ
ン
リ
ヨ
ウ
コ
バ
ン

南
袋
小
判

J
ギ
y
カ

銀
貸
。ナ

ン
レ
イ
イ
ン

南
銃
院

加
制
民
間
州
北
心
筋
三
代
前

m利
治
の
側
室
長
氏
の
法
蹴
。
常

L
〈
は
雨
出
削
除
久

笠
宗
長
大
妨
。

ナ
ン
レ
イ
h
F
イ
ジ
ユ

南
嶺
さ
務

天

徳

院
廿
六

代
の
住
持
。
抑
野
氏
。
珠
洲
郡
片
岩
の
益
。
泌
永
五

年
十
回
放
に
し
て
価
抑
正
前
寺
の
制
労
に
就
き
得

段
、
安
政
二
年
以
降
明
治
六
年
ま
で
総
持
寺
の
栴
凶

変
常
に
随
侍
L
、
時
い
で
舗
総

E
R刷寺
・
悩
中
安
正

寺
・加
賀
至
福
寺
に
限
位
L
、
廿
況
年
大
休
館
南
ハ
A
H

m氏
)
の
後
を
受
け
て
天
徳
院
に
絡
。
、
大
正
入
年

九
月
二
十
日
鎚
化
、
間
服
七
十
七
。

能
器
官
名
跡
志
に
、『
仁
江
村
返
し
。
云
々
。
友
定
と
い

ふ
百
姓
あ
り
。
』
と
見
え
る
が
、
友
定
は
友
認
の
誌
で

あ
ら
う
。

=
Z
ザ
キ

珠
洲
部
仁
江
の
取
胞
に
在

っ
て
、
指
に
出
る
こ
と
一
一
1
0
米。

=
オ
ウ
ザ
ゼ
ン
こ
主
窪
田
騨
鈴
木
正
三
が
江
戸

で
中
-唱
し
た
こ
ま
町
田
副
の
訟
は
、
疋
三
の
死
後
部
治

二
年
に
荒
っ
て
金
持
に
統
行
し
、
官
制
宗
寺
院
の
之

に
挺
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
是
を
以
て
刷
川
森
岩
唱

の
住
持
永
正
院
は
誼
放
せ
ら
れ
、
そ
の
伽
院
は
磁
却

せ
ら
れ
た
。

仁
江
崎

Z
カ
ム
ラ
二
箇
村

総
待
寺
山
市
地
獄
述
武
元
年

十

一
且
二
十
日
の
も
の
に
能
皆
同
備
比
庄
内
一一今村
、

Mmm四
年
後
間
月
十
六
日
の
も
の
に
能
斡
凶
術
比
例

厨
二
簡
村
な
ど
L
見
え
る
。
こ
の
一
一
飯
村
常
利
則
・

内
保
と
考
へ
る
の
は
、摘
出
陀
内
の
村
々
は
多
い
が
、

そ
の
中
こ
の
繭
村
が
御
厨
で
あ
っ
た
か
ら
、
特
に
取

出
し
て
い
う
た
の
で
あ
・
匂
う
と
す
ろ
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
破
口
で
な
い
に
し
て
も
、
添
川
中
次
が
加
飽
魁

古
文
鍛
の
駐
に
述
べ
る
が
如
〈
、
内
保
と
結
凶
で
な

い
こ
と
は
明
僚
と
す
べ
〈
、
正
日
間
二
年
疋
月
の
剣
持

寺
寺
節
目
録
に
、
一
一
々
村
と
箭
吊
討
と
を
前
べ
縦
せ

て
、
諮
問
の
二
簡
村
以
外
で
あ
る
こ
と
を
知
b
得
ら

れ
る
。
阿
替
の
註
に
叉
抽
出
考
し
て
、
或
は
越
巾
磁
波

郡
王
位
庄
三
箇
村
・新
川
部
加
問
削
沼
三
間
村
の
如
〈
、

二
節
村
も
今
は
存
し
な
い
が
、
さ
う
し
た
名
務
の
け
出

が
別
に
あ
っ
た
の
で
な
か
ら
う
か
と
も
し
て
阿
る
。

こ
れ
は
別
に
一
考
す
べ
き
問
削
で
あ
る
。

ニ
ギ
シ
仁
岸

民
草
加
三
升
州
却
に
闘
す
る
郡
古
川
。

長
家
家
糾
に
、
『
信
氏

ms左
衛
門
。
櫛
比
庄
仁
出
陣
庄

仁
出
伸
之
池
町
。
子
係
今
亡
。
』
と
見
え
、
倒
氏
は
H
N
家

六
代
凶
辿
の
子
で
あ
る
。

エ
ギ
シ
ガ
ハ

鏡
石
川

--・・圃・・i= 
江

珠
洲
柑
商
務
帽
却
に
邸
す
る
部
w
柄。

-
x. 

石
川
宇
抽
出
る
時
に
作
っ
た
散
に
、『
伊
毛
附
阿
波
受
比

左
忠
久
奈
恩
奴
制
懇
志
河
披
伎
欲
古
口
一
槻
共
昌
明
蹴
契
奈

宇
良
一
政
的
民
奈
』
と
あ
る
。
こ
の
餓
石
川
は
今
の
臥

奈
川
岬
仁
出
川
で
あ
り
、
宗
祇
方
向
抄
に
そ
れ
に
お
ゐ

し
川
と
傍
訓
荷
脳
し
た
の
は
、
勿
論
間
で
あ
る
。

ニ
ギ
シ
ガ
ハ
仁
岸
川

岡
南
部
山
是
柄
小
宇
野

毛
に
源
を
溌
し
、
商
問
に
流
れ
、
南
方
よ
b
来
る
一

支
械
や
・
A
H
は
せ
、
阪
北
に
向
か
う
て
h

仇
川・
川川被
・納

町
・
桜
撤

-
M場
h
r-斜
、
錦
地
に
十
由
叫
んっ
て
お
に
柱
戸
、
。

流
税
一
二
粁
。

ニ
ギ
シ
ゴ
ウ

議
右
郷

能
B
W
誌
以
来
郡
の
中
に
、

『鏡
石
村
と
い
ふ
は
、
組
地
よ
り
一
恩
師
川
上
に
在
て
、

今
は
小
石
村
と
い
ふ
な
り
。
放
に
此
控
そ
餓
石
の
郷

と
い
ふ
。
』
と
あ
る
が
、
餓
石
郷
の
名
は
文
献
に
見
え

ぬ
。
小
石
は
備
比
庄
内
に
在
る
が
、
そ
れ
そ
飽
石
村

だ
と
い
ふ
は
、
宗
祇
方
向
抄
の
餓
石
川
に
お
ゐ
し
と

畑
山
制
し
た
の
に
迷
は
さ
れ
た
枕
で
あ
ら
う
。

エ
ギ
シ
ゴ
ウ
仁
柴
田
冊
以
山
中
山
怖
に
邸
し
、
税
政

時
代
で
は
、
大
鐙
・
水
源
月
・
利
間
際
・
山川被
・沈
・久

川
・巾
，
谷
・
切
挟
・
飯
川
谷
・
問
問
・制
川
・
波
細
・入

山
・黒山石
・上
代
・郎
分

-M
お
・創
地
・大
泊
・版
制
・赤

耐
の
サ
一
今
村
荷
台
ん
で
民
た
。

ニ
ギ
シ
シ
ョ
ウ
ゼ
ン
仁
崇
向
全

文
化
六
年
七

月
坊
宅
耐
に
任
ぜ
ら
れ
、
品
開
逢
に
百
抗
十
石
に
至

b
、
天
保
三
年
波
。

子
宗
右
衛
門
安
年
ハ
久
の
泊
跡
を

援
ぎ
、
組
外
に
列
し
た
。

ニ
ギ
シ
ツ
ネ
キ
ヨ
仁
業
常
国
一
川
仁
保
有
見
守
的

沼
は
白
山
県
柑
繊
の
院
で
、
凶
荒
川
附
馬
場
城
に
研
り
、

長
享
二
年
二
且
死
去
し
た
。
そ
の
子
孫
仁
岸
興
三
右

術
門
治
次
は
長
辿
耐
に
仕
へ
、
一白抗
十
石
荷
受
け
、

元
利
七
年
十

一
月
即
日
。
そ
の
子
法
兵
術
前
錦
、
そ
の

子
小
助
治
砲
が
あ
り
、
小
助
は
腿
安
凶
年
限
を
抑
制
-
h

，

て
江
戸
に
出
で
、
土
引
能
n
t
d
h
N
仕
へ
て
百
石
を
得

六=一ニ

た
。
小
助
の
二
男
孫
右
衛
門
M
M
m

勝
加
賀
に
来
り
、
そ

の
子
宗
右
衛
門
協
調
元
総
十
三
年
七
且
定
番
御
歩
に

召
抱
へ
ら
れ
、
後
小
聞
に
結
ん
で
百
石
を
受
け
、
子

田
町
坊
主
聞
と
な
っ
て
組
外
に
班
し
た
。

-
-
ギ
ヨ
ウ
仁
行

臥
荒
川
州
三
井
郷
に
臨
す
る
郎

町柄。

濁
池

能
決
制
板
悌
郷
に
邸
ナ
る

=
ゴ
リ
イ
ケ

部町問。ニ
ゴ
リ
イ
ケ

の
小
手
。

-
一
ゴ
リ
カ
ハ
濁
川

」
ナ
ガ
ソ
ガ
ハ

長
官
川
。

ニ
ゴ
リ
ス

Z
パ

シ

濁

澄
橋

石

川
端
木
滑
か
ら

能
楽
部
女
阪
に
赴
く
聞
の
賂
添
川
に
架
け
た
織
で
あ

る
。
尾
添
川
は
こ
の
慣
の
下
で
午
曲
川
に
合
す
る
が
、

二
水
常
に
前
調
和
-
異
に
す
る
が
紋
に
名
づ
け
た
も
の

で
、
古
く
白
山
起
に

『
叉
有
ν
稿
。
名
=樹
澄
橋
。』
と

あ
る
。
文
正
保
四
年
の
三
州
逃
抑
制
的
に
、
慌
の
長
さ

十
九
間
三
尺
・幅
拡
尺

L
Mさ
十
三
聞
と
あ
る
が
、
伎

に
短
〈
な
っ
た
と
見
え
て
‘用
術
大
山
耐
水
艇
に
は
『
ニ

ゴ
リ
ス
ミ
橋
長
さ
十
八
削
』
と
な
っ
て
限
る
。
天
正

中
佐
久
間
続
政
の
加
賀
や
占領
し
た
時
、
倍
前
の
柴
聞

勝
家
は
期
防
政
を
し
て
湖
汚
俗
ま
で
出
版
せ
し
め
、

時
間
政
と
曾
し
て
此
の
川
を
領
混
と
定
め
た
と
い
」
。

後
世
地
方
人
は
ζ

プ
ス
ミ
続
と
部
っ
て
ゐ
る
。

エ

シ

百

石
川
郡
明
烏
の
内
の
小
字。

-
一
シ
百

血
肉
阿
部
一
背
庄
に
邸
す
る
邸
前
市
。

Z
シ
ア
ラ
タ
ニ
西
荒
谷

能
史
抑
制
骨
格
郷
荒
谷

は
、
明
治
申
商
荒
谷
と
ぽ
め
ら
れ
た
。

-
一
シ
ア
ラ
タ
ニ
イ
シ
百
一
荒
谷
右

能
美
総
商
荒

谷
か
ら
蛮
す
る
石
仲
間
。
逝
陥
鼠
御
影
叉
は
黒
戸
室
と

稿
せ
ら
れ
る
。
軌
朕
石
英
和
而
岩
で
胤
色
の
光
慨
を

有
し
、
長
珠
岩
又
は
王
町
石
絞
の
破
粥
物
質
の
悠
一合

で
、
硬
く
脆
い
。

ニ
グ
リ

f
bγ
 

濁
池

以
十
日
出
制
湖
上
の
内


